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は
じ
め
に

本
書
は
一
九
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
と
ア
メ
リ
カ
出
版
会
議
が
発
表
し
た
「
読
書
の
自
由
」
声
明

を
対
象
と
し
、
そ
の
成
立
と
展
開
に
お
け
る
図
書
館
員
と
出
版
者（

（
（

の
協
同
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
本
書
を
お
読
み
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、「
は
じ
め
に
」
で
は
本
書
の
概
要
、
近
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
禁
書
運
動
の
拡
大
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
の
動
き
と
「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
関
わ
り
に
触
れ
な

が
ら
、「
読
書
の
自
由
」
声
明
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
七
〇
年
以
上
前
に
ア
メ
リ
カ
の
業
界
団
体
が
出
し

た
声
明
を
な
ぜ
い
ま
改
め
て
取
り
上
げ
、
論
じ
る
必
要
性
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

1
　
本
書
の
概
要

本
書
で
取
り
上
げ
る
「
読
書
の
自
由
」
声
明
は
、
一
九
五
三
年
に
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
と
ア
メ
リ
カ
出
版

小南理恵『「読書の自由」の成立史：（950 年代アメリカの図書館員と出版者』（春風社、2024 年）
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会
議
が
採
択
し
た
文
書
で
、
当
時
全
米
を
席
巻
し
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
赤
狩
り
」
へ
の
抗
議
声
明
で
あ
っ
た
。

冷
戦
の
最
中
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
下
院
非
米
活
動
委
員
会
に
よ
る
赤
狩
り
が
行

わ
れ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
は
多
く
の
映
画
関
係
者
が
職
を
追
わ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
朝
鮮
戦
争
を

経
て
今
度
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
選
出
の
共
和
党
上
院
議
員
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｒ
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
を
中
心
と
し
た

「
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
」
に
よ
り
、
再
び
赤
狩
り
が
激
化
す
る
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
は
「
国
務
省
に
共
産
主
義
者
が

紛
れ
込
ん
で
お
り
、
自
分
は
そ
の
リ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
扇
動
的
な
発
言
を
繰
り
返
し
、
そ
う
し

た
発
言
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
で
、
赤
狩
り
が
全
米
へ
と
波
及
し
て
い
っ
た
。

政
治
的
に
も
、
そ
し
て
道
徳
的
に
も
不
寛
容
な
ム
ー
ド
が
社
会
全
体
に
広
が
っ
て
い
く
な
か
で
、
図
書
館
や

書
店
に
も
赤
狩
り
の
影
響
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。
特
に
そ
の
影
響
が
顕
著
だ
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
国
外
に
設

置
さ
れ
て
い
た
情
報
セ
ン
タ
ー
の
図
書
館
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
セ
ン
タ
ー
は
冷
戦
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
、

そ
し
て
西
側
諸
国
の
政
治
思
想
と
価
値
観
を
宣
伝
す
る
た
め
の
出
先
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
図
書
館
に
お
い
て
も
共
産
主
義
に
関
す
る
資
料
や
過
去
に
共
産
党
員
で
あ
っ
た
人
物
に
よ
る
著
作
を
蔵

書
か
ら
除
く
よ
う
求
め
る
命
令
が
次
々
と
出
さ
れ
、
大
き
な
混
乱
が
生
じ
た
。
同
様
に
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
公

共
図
書
館
に
お
い
て
も
特
定
の
資
料
の
収
集
・
利
用
制
限
を
求
め
る
圧
力
や
、
保
守
系
の
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
図
書
館
へ
の
ク
レ
ー
ム
が
増
加
し
た
。
図
書
館
員
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
業
務
に
支
障
を
来
す
だ
け
で
な
く
、

長
期
的
な
視
点
か
ら
多
様
な
資
料
を
収
集
し
、
地
域
住
民
に
情
報
提
供
を
行
う
と
い
う
図
書
館
の
目
的
が
果
た

せ
な
く
な
る
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
共
産
主
義
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
学
ば
ず
に
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共
産
主
義
を
打
ち
負
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
、
反
共
主
義
に
共
鳴
し
つ
つ
も
民
主
主
義
と
表
現
の
自
由

の
観
点
か
ら
寛
容
な
態
度
を
示
す
と
い
う
の
が
、
こ
の
当
時
の
図
書
館
員
た
ち
の
態
度
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
を
重
く
見
た
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
図
書
館
資
料
の
排
除
を
求
め
る
圧
力
に
抵

抗
す
る
手
段
を
検
討
し
は
じ
め
る
。
同
時
に
出
版
界
に
お
い
て
も
市
民
グ
ル
ー
プ
が
禁
書
リ
ス
ト
を
配
布
し
た

り
、
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
に
対
し
警
察
等
の
公
権
力
に
よ
る
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
が
あ
り
、

共
産
主
義
だ
け
で
な
く
性
表
現
な
ど
の
道
徳
的
規
範
に
お
い
て
も
過
度
な
保
守
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
危
機

感
が
み
ら
れ
た
。
現
在
も
多
く
の
出
版
社
に
と
っ
て
、
よ
り
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
た
め
、
表
紙
の
デ
ザ
イ

ン
に
工
夫
を
凝
ら
す
と
い
う
の
は
一
般
的
な
販
売
戦
略
で
あ
る
。
特
に
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
一
部
の
出
版
社

が
販
売
す
る
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
の
表
紙
デ
ザ
イ
ン
が
過
激
だ
と
し
て
、
業
界
内
で
の
自
主
規
制
を
進
め
る
べ
き

だ
と
い
う
議
論
が
生
ま
れ
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
共
産
主
義
と
性
表
現
と
い
う
異
な
る
領
域
で
は
あ
る
も
の
の
、
法
的
手
段
に
の
っ
と
ら
な

い
、
法
の
枠
外
で
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
表
現
の
自
由
が
狭
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
が
、
図
書
館
界

と
出
版
界
に
共
通
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
背
景
と
し
て
、
図
書
館
員
、
出
版
社
の
幹
部
、

編
集
者
、
新
聞
記
者
、
大
学
教
員
、
弁
護
士
な
ど
三
〇
余
名
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
集
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
、
非
公
式
に
議
論
を
交
わ
す
場
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
会
合
の
成
果

と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
が
「
読
書
の
自
由
」
声
明
で
あ
る
。

電
子
メ
ー
ル
が
存
在
し
な
い
時
代
、
図
書
館
員
や
編
集
者
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
手
紙
を
書
き
、
新
聞
や
雑
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誌
、
電
話
を
駆
使
し
て
情
報
収
集
と
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。
本
書
で
は
、
新
聞
や
雑
誌
の
報
道
に
加
え
て
、

当
時
の
人
々
の
手
紙
の
や
り
と
り
な
ど
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
読
書
の
自
由
」
声
明
が
生
ま
れ
、「
読

書
の
自
由
」
声
明
の
理
念
が
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
を
探
っ
た
。
ま
た
、
赤
狩
り
が
顕
在
化
す
る

以
前
か
ら
、
図
書
館
員
と
出
版
者
と
い
う
異
な
る
業
界
の
人
々
が
、
双
方
の
課
題
共
有
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

体
制
を
取
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
。

2
　
近
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
禁
書
運
動
の
拡
大
と
「
読
書
の
自
由
」
声
明

「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
成
立
の
背
景
と
な
っ
た
、
一
九
五
〇
年
代
の
図
書
館
員
や
出
版
者
の
問
題
意
識
は
、

赤
狩
り
の
時
代
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
も
図
書
館
や
出
版
、
教
育
、
情
報
通
信

に
関
わ
る
業
界
は
同
様
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
本
書
が
対
象
と
す
る
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
多

く
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。

本
書
が
対
象
と
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
近
年
、
学
校
図
書
館
や
公
共
図
書
館
を
対
象
と
し
た
禁
書
運
動
が
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
。
特
に
二
〇
二
一
年
以
降
、
保
守
系
の
市
民
グ
ル
ー
プ
や
議
員
か
ら
の
圧
力
が
強
ま
っ
た
こ

と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
一
部
の
州
で
は
学
校
図
書
館
や
公
共
図
書
館
に
お
い
て
、
特
定
の
資
料
を
正
当
な
理
由

な
く
図
書
館
か
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
事
例
が
、
過
去
に
例
を
み
な
い
速
さ
で
増
加
し
て
い
る（

2
（

。
こ
う
し
た
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状
況
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
は
新
た
に
抗
議
声
明
を
発
表
し
て
反
検
閲
の
立
場
を
表
明
す
る
と
と
も

に
、
図
書
館
員
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
、
表
現
の
自
由
に
関
わ
る
団
体
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
年
の
禁
書
運
動
の
拡
大
に
対
す
る
図
書
館
界
の
対
応
に
つ
い
て
は
別
稿（

（
（

に
譲
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
な

の
は
、
抗
議
声
明
や
関
連
す
る
文
書
の
中
に
、「
読
書
の
自
由
」
声
明
へ
の
言
及
や
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
現
状

を
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
と
関
連
づ
け
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
発
令
さ
れ
た
「
人
種
と
性
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
関
す
る
大
統

領
令
」（Executive O

rder on C
om

bating Race and Sex Stereotyping

）
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
は
反
対
声

明
を
発
表
し
た（

4
（

。
こ
の
大
統
領
令
は
連
邦
政
府
の
契
約
す
る
事
業
者
や
助
成
金
受
給
者
に
対
し
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
の
中
で
白
人
至
上
主
義
に
関
す
る
内
容
を
扱
う
こ
と
を
禁
じ
る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
図

書
館
協
会
は
「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
一
節
を
引
用
し
、
多
様
性
の
尊
重
と
表
現
の
自
由
を
支
持
す
る
立
場
か

ら
抗
議
し
て
い
る
。

二
〇
二
一
年
一
一
月
に
は
、
学
校
図
書
館
や
公
共
図
書
館
に
お
い
て
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
人
種
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
問
題
、
当
事
者
の
経
験
な
ど
を
扱
っ
た
図
書
が
撤
去
さ
れ
る
事
例
が
多
発
し
た
こ
と
で
、
学
校
や

図
書
館
に
お
け
る
図
書
へ
の
検
閲
に
反
対
す
る
声
明
が
発
表
さ
れ
た（

5
（

。
こ
の
声
明
の
中
で
も
、
一
九
五
三
年

の
「
読
書
の
自
由
」
声
明
採
択
に
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
近
年
の
禁
書
運
動
の
拡
大
を
一
九
五
〇
年
代
当
時
の
様

子
に
な
ぞ
ら
え
て
「
民
主
主
義
的
価
値
観
へ
の
脅
威
」
で
あ
る
と
し
、
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
自
由
な
情
報

ア
ク
セ
ス
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
信
念
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。



6

二
〇
二
三
年
七
月
に
は
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
と
ア
メ
リ
カ
出
版
協
会
が
共
同
で
、「
読
書
の
自
由
」
声
明

の
意
義
を
再
確
認
す
る
声
明
を
発
表
し
た（

（
（

。
こ
の
声
明
で
は
、
六
〇
以
上
の
州
に
お
い
て
、
自
由
な
読
書
が

制
限
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
状
況
に
言
及
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条

に
明
ら
か
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
図
書
に
関
わ
る
業
界
の
関
係
者
に
声
明
へ
の
署
名
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
七
月
に
は
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
が
読
書
の
自
由
を
守
る
た
め
闘
う
図
書
館
員
に
対
し
、

感
謝
を
伝
え
る
オ
ー
プ
ン
レ
タ
ー
を
公
開
し
た（

（
（

。
オ
ー
プ
ン
レ
タ
ー
で
は
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
自
由

な
情
報
ア
ク
セ
ス
の
価
値
、
読
書
を
通
じ
て
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
の
重
要
性
に
触
れ
、
図
書
館
員
た

ち
は
、
そ
の
職
務
を
通
じ
て
人
々
が
情
報
に
基
づ
い
て
積
極
的
に
社
会
参
画
す
る
市
民
（inform

ed and active 

citizens

）
に
な
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

二
〇
二
三
年
九
月
に
は
「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
改
訂
に
向
け
た
リ
ス
ニ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催
が
発
表

さ
れ
た（

9
（

。
こ
の
発
表
で
は
、
改
訂
の
た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
中
心
と
な
り
、「
読
書
の
自
由
」
に
対
す
る

ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
会
員
の
意
見
を
募
り
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
声
明
の
改
訂
が
検
討
さ
れ
る
予
定
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
が
発
表
す
る
声
明
は
、
そ
の
時
点
で
社
会
に
お
い
て
重
要
度
の
高
い
課
題
に
対
し
、

専
門
職
団
体
と
し
て
の
立
場
か
ら
意
見
表
明
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
時
代
を
超
え
て
参
照
さ
れ
る
も
の
は
限
ら

れ
る
。
近
年
の
禁
書
運
動
の
拡
大
と
、
図
書
館
で
の
検
閲
事
例
の
増
加
に
対
し
、
七
〇
年
前
の
事
例
が
想
起
さ
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れ
、
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
員
に
と
っ
て
「
読
書
の
自
由
」
声
明
が
現
代
的
意
義

を
持
つ
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

3
　
日
本
の
図
書
館
に
お
け
る
知
的
自
由

最
後
に
、
日
本
の
状
況
に
お
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
日
本
に
お
い
て
は
一
九
五
四
年
に
日
本
図

書
館
協
会
が
「
図
書
館
の
自
由
に
関
す
る
宣
言
」
を
採
択
し
、
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
に
改
訂
が
行
わ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
現
代
の
日
本
の
公
共
図
書
館
は
、
地
域
の
情
報
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
学
び
の
場
、
に
ぎ

わ
い
創
出
の
場
な
ど
、
多
く
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
図
書
館
の
役
割
が
多
様
化
す
る
一
方
で
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
根
幹
を
な
す
の
が
多
様
な
資
料
の
収
集
・
提
供
・
保
存
で
あ
る
点
は
変
わ
ら
な
い
。「
図
書
館
の
自
由

に
関
す
る
宣
言
」
で
は
、「
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
る
自
由
を
も
つ
国
民
に
、
資
料
と
施
設
を
提
供

す
る
こ
と
」
を
図
書
館
の
任
務
と
し
、
こ
の
任
務
を
果
た
す
た
め
に
、
資
料
収
集
の
自
由
、
資
料
提
供
の
自
由
、

利
用
者
の
秘
密
保
持
、
検
閲
へ
の
反
対
の
四
点
を
実
践
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
文
部
科
学
省
か
ら
拉
致
問
題
に
関
す
る
図
書
充
実
の
協
力
等
の
要
請
が
出
さ
れ
た
事
例
（
二
〇
二

二
年
）
や
、
松
江
市
教
育
委
員
会
が
市
内
の
小
中
学
校
に
対
し
、
漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
の
利
用
制
限
を
求

め
た
事
例
（
二
〇
一
二
年
）
な
ど
、
図
書
館
の
主
体
的
判
断
に
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
資
料
の
収
集
・
提
供
に
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対
し
、
外
部
か
ら
の
圧
力
や
要
請
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
含
む
出
版
物

を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
と
い
う
点
も
、
近
年
の
公
共
図
書
館
に
お
け
る
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
「
炎
上
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
が
実
社
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
中
で
、
表
現
の
自
由
の

限
界
が
問
わ
れ
る
場
面
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
に
は
日
本
学
術
会
議
の
新
規
会
員
任
命
問
題
を
め
ぐ

り
、
多
く
の
学
術
団
体
が
抗
議
声
明
を
出
し
て
お
り
、
学
問
の
自
由
に
対
す
る
侵
害
で
あ
る
と
の
議
論
も
巻
き

起
こ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
排
外
主
義
の
台
頭
や
多
様
性
へ
の
無
理
解
に
よ
っ
て
不
寛
容
な
社
会
が
拡
大
し
て

い
く
様
子
か
ら
は
、
本
書
で
取
り
上
げ
る
一
九
五
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
社
会
と
の
共
通
点
を
多
く
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

現
代
の
社
会
に
お
い
て
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
う
る
の
か
、
表
現
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
場

面
が
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
場
面
か
、
図
書
館
員
や
出
版
者
は
表
現
の
自
由
を
支
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う

に
連
帯
で
き
る
か
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
本
書
が
有
益
な
知
見
を
提
供
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

4
　
本
書
の
構
成

第
1
章
で
は
、
本
書
の
背
景
と
し
て
、
知
的
自
由
の
概
念
を
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
と
図
書
館
の
関
わ
り

か
ら
述
べ
、
さ
ら
に
「
読
書
の
自
由
」
声
明
が
採
択
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
赤
狩
り
時
代
の
図
書
館
員
と
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出
版
者
が
置
か
れ
た
社
会
状
況
を
概
観
す
る
。
ま
た
、
本
書
の
研
究
対
象
で
あ
る
「
読
書
の
自
由
」
を
論
じ
る

意
義
と
、
本
書
に
登
場
す
る
用
語
の
定
義
を
示
す
。

第
2
章
で
は
、
本
書
で
扱
う
「
読
書
の
自
由
」
声
明
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
成
立

に
関
わ
る
団
体
の
活
動
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
一
九
五
三
年
採
択
時
の
「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
主
文
の
内

容
と
、
一
九
七
二
年
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
の
改
訂
時
の
論
点
と
改
訂
の
内
容
を
述
べ

る
。第

3
章
で
は
、「
読
書
の
自
由
」
成
立
の
起
点
と
な
っ
た
、
一
九
五
三
年
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
会
議
に
着

目
し
て
「
読
書
の
自
由
」
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。「
読
書
の
自
由
」
声
明
採
択
ま
で
の
流
れ
を
整
理

し
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
手
稿
室
（M

anuscript Reading Room

）
お
よ
び
イ
リ
ノ
イ
大
学
ア
ー
バ
ナ
・
シ
ャ

ン
ペ
ー
ン
校
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
（A

LA
 A

rchives

）
所
蔵
の
文
書
か
ら
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
会
議
の
出
席
者
を
特
定
す
る
。
第
2
章
で
示
し
た
「
読
書
の
自
由
」
声
明
成
立
に
関
わ
る
団
体
を
中
心
と

し
て
、
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
会
議
関
係
者
の
分
析
を
行
い
、
会
議
開
催
の
意
図
を
考
察
す
る
。

第
4
章
で
は
、
一
九
五
三
年
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
会
議
で
使
用
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
、
会
議
の

議
事
録
、
ま
た
完
成
し
た
一
九
五
三
年
版
「
読
書
の
自
由
」
声
明
の
三
つ
の
文
書
を
中
心
に
声
明
成
立
ま
で
の

流
れ
を
解
明
す
る
。
第
3
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
会
議
の
出
席
者
の
間
で
ど
の
よ
う

に
議
論
が
行
わ
れ
、
論
点
が
精
査
さ
れ
た
結
果
、
声
明
へ
と
結
実
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
5
章
で
は
、
第
3
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
読
書
の
自
由
」
の
成
立
過
程
を
踏
ま
え
、「
読
書
の
自
由
」
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声
明
の
採
択
に
対
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
反
応
と
、
一
九
五
七
年
の
報
告
書
『
読
書
の
自
由
』（The Freedom

 

to Read: Perspective and Program

）
刊
行
、
さ
ら
に
「
読
書
の
自
由
」
声
明
成
立
後
の
展
開
に
焦
点
を
当
て
、

「
読
書
の
自
由
」
声
明
に
対
す
る
反
応
と
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
6
章
で
は
、
一
九
五
〇
年
に
設
置
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
出
版
関
係
委
員
会
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ

出
版
会
議
読
書
発
達
委
員
会
の
活
動
、
一
九
五
七
年
に
両
組
織
の
間
に
設
置
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
・

ア
メ
リ
カ
出
版
会
議
読
書
発
達
合
同
委
員
会
を
対
象
と
す
る
。
第
3
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
読
書
の
自
由
」

の
成
立
過
程
を
踏
ま
え
、
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
と
ア
メ
リ
カ
出
版
会
議
の
各
委
員
会
の
設
置
か
ら
、
合
同
委

員
会
設
置
ま
で
の
流
れ
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
両
者
が
協
同
に
取
り
組
ん
だ
領
域
の
変
遷
を
追
う
。
こ

れ
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
図
書
館
協
会
と
ア
メ
リ
カ
出
版
会
議
の
協
同
に
お
け
る
組
織
体
制
お

よ
び
そ
の
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

第
2
章
か
ら
第
6
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
踏
ま
え
、
第
7
章
で
は
一
九
五
三
年
の
「
読
書
の
自
由
」
声

明
の
成
立
と
声
明
成
立
後
の
展
開
に
お
い
て
、
図
書
館
界
と
出
版
界
の
協
同
が
果
た
し
た
役
割
を
解
明
す
る
。

そ
し
て
本
書
の
内
容
を
総
括
し
、
今
後
の
課
題
と
展
望
を
示
す
。



はじめに11

注

1 
図
書
館
情
報
学
で
は
、
し
ば
し
ば
企
業
と
し
て
の
「
出
版
社
」
だ
け
で
は
な
く
、
省
庁
や
個
人
な
ど
出
版
物
を

刊
行
す
る
団
体
・
組
織
を
ま
と
め
て
「
出
版
者
」
と
表
記
す
る
。
本
書
で
は
、
企
業
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
箇

所
を
除
き
、「
出
版
者
」
表
記
を
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用
す
る
。

2 
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催
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Ａ
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